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２
月
12
日
・
13
日
に
リ
ナ
シ

テ
ィ
か
の
や
で
、
高
校
生

に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヒ
メ

と
ヒ
コ
～
あ
る
王
の
物
語
」
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
毎
年
上
演

し
、
今
回
で
４
年
目
を
迎
え
る

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
弥
生

時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
、

特
殊
な
力
を
持
っ
た
女
性
の

リ
ー
ダ
ー
、
奄
美
大
島
の
ヒ
メ

と
実
際
の
政
治
を
行
う
男
性
の

リ
ー
ダ
ー
、
大
隅
の
ヒ
コ
の
二

つ
の
地
域
間
で
起
こ
る
物
語
。

　

ヒ
メ
は
巫
女
（
み
こ
）
と
呼

ば
れ
、
自
然
の
変
化
を
読
み
、

漁
の
安
全
や
豊
作
を
呼
び
込
む

女
性
の
リ
ー
ダ
ー
。

　

力
こ
そ
全
て
と
信
じ
る
大
隅

の
ヒ
コ
は
、
奄
美
の
ヒ
メ
や
そ

の
父
と
出
会
う
。
そ
し
て
、
現

代
に
生
き
る
少
女
マ
ナ
と
、
そ

れ
を
と
り
ま
く
大
人
た
ち
。
交

易
が
始
ま
り
、
お
互
い
の
豊
年

を
祝
う
そ
の
先
に
起
こ
る
悲
劇

の
物
語
。

こ
の
物
語
の
テ
ー
マ
は
「
読

む
力
」
で
、
自
然
の
変
化

を
読
む
力
、
人
の
気
持
ち
を
読

む
力
。

　

真
の
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
権
力

で
は
な
く
、
こ
の
「
読
む
力
」

を
備
え
た
者
で
は
な
か
っ
た
の

か
。
古
来
、
日
本
の
集
落
（
ム

フォト特集◎　高校生ミュージカル　～４年目の挑戦～

「ヒメとヒコ～ある王の物語」

ラ
）
が
持
っ
て
い
た
相
手
を
思

い
、
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
ゆ

く
『
結
（
ゆ
い
）
』
の
精
神
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

脚
本
・
演
出
家
で
あ
る
松
永
太

郎
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

　

ま
た
、
普
通
の
高
校
生
活
を

送
る
少
女
マ
ナ
が
ヒ
メ
と
ヒ
コ

と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
郷
土

愛
に
目
覚
め
て
い
く
と
い
う
物

語
で
も
あ
り
ま
す
。

舞
台
に
は
、
大
隅
半
島
の
高

校
か
ら
希
望
し
た
高
校
生

10
人
の
ほ
か
、
鹿
屋
女
子
高
校

音
楽
部
、
鹿
屋
中
央
高
校
合
唱

部
、
国
分
中
央
高
校
ダ
ン
ス
部
、

奄
美
大
島
の
大
島
高
校
新
体
操

部
の
総
勢
約
１
０
０
人
が
出
演

し
、
訪
れ
た
観
客
を
感
動
の
渦

に
巻
き
込
み
ま
し
た
。

　

上
演
終
了
直
後
に
は
、
伊
藤

祐
一
郎
県
知
事
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
』
の
「
歌

の
お
兄
さ
ん
」
と
し
て
活
躍
し

た
速
水
け
ん
た
ろ
う
さ
ん
か
ら
、

舞
台
の
出
演
者
に
花
束
が
手
渡

さ
れ
、
満
員
の
会
場
は
称
賛
の

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】
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シ
テ
ィ
か
の
や
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１- ホールに響きわたるキャストの歌声 ２、３- 華麗なダンスの舞いで観客

を魅了 ４-緊張感の中での本番直前リハーサル ５-初日の楽屋で、ほっとひ

と息の瞬間 ６- 歌とダンスの微調整を行うリハーサル ７- 古代にタイムス

リップする少女マナ ８-圧巻のダンスパフォーマンスでクライマックス

９- ２年連続で、伊藤県知事から花束が贈呈 

10、11- 大隅と奄美、互いの豊年を祝う舞 12 ｰ

しっかり者のヒメ子先生とお人好しな昭彦先生

と生徒たち 13- 勝利こそが正義だと信じるヒ

コ 14- 大隅の王を案ずる奄美の巫女・ヒメ
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